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 一見関係なさそうなタイトルであるが、両者は根本的には同一である。陰陽五行論は中医学の基礎

理論であるが、自然は陰と陽、そして五季節で巡っているということを根本思想としている。つまり、

自然に従って生きることを大原則としている。 

バイオリズムとは、ヒトが長い地球生活の中で築き上げた適応能力である。ヒトはバイオリズムに

従って生きることが健康を生むこととなる。自然に沿って生きることとは、生体のバイオリズムに従

うことである。例えば、血圧に例をとると日内変動があり、大きく変動している。血圧薬物治療では

どの時点の血圧に合わすかが問題となる。 

 現在の栄養学は、西洋医学同様ヒトの生活というものを考慮していない。薬と同様に西洋栄養学は、

栄養素の一日必要摂取量を定め、エネルギーと栄養素量をその基準に達しているかを計算することで

ある。そして、病気の治療法は「摂り過ぎないこと」を基本とする。そのため食事療法は守りの治療

となっていて、こういうものを食べた方がよいという攻めの姿勢に欠けている。 

今後栄養学は、ある程度病気を治療することが求められてくる。そのためには薬膳学が有用となっ

てくる。 

 ここでは、陰陽五行論とバイオリズムの関係を話し、食の季節性、」病気と食べ物などを説明し、

食事治療の勧めを伝えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催：日本肥満予防健康協会 


